[bookmark: _GoBack]高校一年の春。
「ミリエル司教は、なぜジャン・バルジャンを救うのか」
初めて観たミュージカル。
3時間、わたしを悶々とさせた。
バルジャンは救われた。
けれど、わたしは救われなかった。
司教はバルジャンに好意があったのか。
バルジャンの良心に賭けたのか。
それとも、キリスト教は誰彼構わず人を救うものなのか。
バルジャンのような罪人は、ごまんといる。
彼らを片っ端から救い、更生へと導くのがキリスト教なのか。
愛をもって人のために動く。
善い行いをする。
そんなことができる人たち。
自分からはずっとずっと遠いところにいる人たち。
そんなふうに思っていた。
わたしは救われなくてもいいように生きねば。
そんなふうに思った。
大学に進学した。
初めて、聖書を知った。
聖書を読んでいくなかで、わたしは「赦し」というものを知った。
コロサイの信徒への手紙には、
「互いに忍び合い、責めるべきことがあっても、赦し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように、あなたがたも同じようにしなさい。」
（『聖書 聖書協会共同訳』コロサイの信徒への手紙3章13節）
とある。
赦すというのは、過去に目を瞑ることではなかった。
過去を負ったその人を、受け止める。
そんなふうに感じた。
救われるとは、困難から直接助け出されることだと思っていた。
苦しみがなくなること。
罪が消えること。
けれど、そうではないのかもしれない。
罪を抱えたままでも、もう一度歩き出せる。
その可能性を与えられることも、救いなのかもしれない。
そう考えると、あの日のミリエル司教の行動が、少し違って見えた。
そして、「赦し」を知ったことで、わたしは初めて、自分も赦される側にいるのだと思えた。
愛をもって人のために動く。
善い行いをする。
そんな人間になってから、キリスト教の内側に入るのだと思っていた。
違った。
善い人だから救われるのではない。
完全だから赦されるのでもない。
赦される側に、自分もいる。
そのことを知ったとき、15歳の春からずっと胸の中に残っていた問いが、少しだけほどけた気がした。
ミリエル司教がなぜジャン・バルジャンを救ったか。
司教は、バルジャンの罪の、その先にいる人間を見ていたのかもしれない。
15歳だったわたしには、それがわからなかった。
バルジャンは救われた。
わたしは救われなかった。
そう思っていた。
あれから何年も経った。
聖書を知り、「赦し」を知った今なら、少しだけ違う言葉を置ける。
バルジャンは救われた。
ひょっとすると、わたしも救われる側にいた。
あの日、ミリエル司教が差し出したものが何だったのか。
その答えを、わたしは15歳の春から、ずっと探している。

